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[image: image3.wmf]夫婦坂　　　　　　　　　　　　　　　

浪曲子守唄　　　　　　　　　　　　　　　
この坂を　越えたなら　　　　　　　　


逃げた女房にゃ　未練はないが
しあわせが　待っている　　　　　　　


お乳欲しがる　この子が可愛い

そんなことばを　信じて　　　　　　　


子守唄など　苦手な俺だが
越えた七坂　四十路坂　　　　　　　　


馬鹿な男の　浪花節
いいのいいのよ　あなたとふたり　　　



一つ聞かそか　ねんころり
冬の木枯らし　笑顔で耐えりゃ
春の陽も差す　夫婦坂　　　　　　　　


そりゃ無学なこの俺を　親に持つ

おまえはふびんな奴さ　　　　　　　　　
女なら　花ならば　　　　　　　　　　


泣くんじゃネエ　泣くんじゃネエ
咲くときも　散るときも　　　　　　　


あんな薄情な　おっかさんを　　　　
見ててほしいの　あなたに　　　　　　


呼んでくれるナ　　　　
宿命あずけて　暮らしたい　　　　　　


おいらも　泣けるじゃネエか
いいのいいのよ　一間の部屋で　　　　


さあさ　いい子だ　ねんねしな
あなた待ってる　雪割草も　　　　　　　　　　　　　　　　　　
いつか芽をふく　夫婦坂　　　　　　　


土方渡世の　俺等が賭けた
　　　　　　　　


たった一度の　恋だった
流れゆく　人の世の　　　　　　　　　


赤いべべなど　買うてはやれぬが
哀しみに　泣いたなら　　　　　　　　

詫びる心の　浪花節
杖になってね　抱いてね　　　　　　　


二つ聞かそか　ねんころり
肩を貸してね　背負ってね
いいのいいのよ　ふりむかないわ　　　


どこか似ている　めしたき女
曲がりくねった　坂道だけど　　　　　


抱いてくれるか　ふびんなこの子
ついてゆきます　夫婦坂　　　　　　


飯場がらすよ　噂はいうなよ
　　　　　


俺も忘れて　浪花節
　　　　　　


三つ聞かそか　ねんころり

酒は泪か溜息か
酒は泪か　溜息か　こころの　うさの　すてどころ

遠いえにしの　かの人に　夜毎の夢の　せつなさよ　　
酒は泪か　溜息か　かなしい恋の　すてどころ
忘れたはずの　かの人に　残る心を　なんとしょう
